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「
修
行
」
と
聞
く
と
、
一
般
的
に
は

滝
に
打
た
れ
た
り
、
山
林
を
駆
け

巡
っ
た
り
、
断
食
を
す
る
な
ど
、
心

身
を
錬
磨
す
る
こ
と
を
思
い
浮
か
べ

る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？

　
大
本
の
「
大
道
場
修
行
」
は
、
そ

れ
ら
と
は
ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
。
さ

て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
所
な

の
で
し
ょ
う
か
。

　
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

受
講
申
し
込
み

　

大
道
場
修
行
は
、
ど
な
た
で
も
受
講
で
き

ま
す
。
申
し
込
み
の
際
は
、
次
の
事
項
を
大

道
場
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

○
受
講
日
程　

※
分
割
も
可

　
　
　
　
　
　
　

（
１
泊
２
日
以
上
）

○
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

○
所
属
機
関
（
信
徒
の
場
合
）

【
料　

金
】　

※
受
講
料
は
無
料

テ
キ
ス
ト
代
…
１
、
０
０
０
円

宿
泊
費
…
…
…
１
泊
８
５
０
円

食　

費
…
…
…
朝
食
２
５
０
円

　
　
　
　
　
　

昼
・
夕
食　

各
４
０
０
円

※
そ
の
他
、
J
R
亀
岡
駅
か
ら
綾
部
駅
ま
で
の
交
通
費

　

と
し
て
約
１
、０
０
０
円
（
片
道
）
が
必
要
。

【
申
込
先
】

大
本
本
部　
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２
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Ｈ
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※
大
道
場
修
行
の
ペ
ー
ジ
か
ら
、
日
程
を
ご
確
認
の
上
、

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

心
の
垢あ
か

を
落
と
す
名
湯

　

日
々
、
体
の
疲
れ
が
た
ま
る
よ
う
に
、

心
に
も
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
、
疲
れ

や
悩
み
が
た
ま
り
ま
す
。
心
の
疲
労
は
や

が
て
行
動
に
表
れ
、
体
に
も
影
響
を
与
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

大
道
場
修
行
は
、
例
え
る
な
ら
ば
、
日

頃
の
た
ま
っ
た
心
の
垢
を
〝
神
さ
ま
の
み

教
え
の
お
風
呂
〟
に
よ
っ
て
落
と
し
、
心

を
き
れ
い
に
す
る
〝
名
湯
・
秘
湯
〟
と
い

え
ま
す
。

　

修
行
中
は
、
日
常
生
活
か
ら
離
れ
、
神

さ
ま
へ
の
お
祈
り
を
中
心
に
生
活
し
、
み

教
え
を
学
び
ま
す
。
カ
ラ
カ
ラ
に
乾
い
て

い
た
心
は
、
温
か
い
〝
神
さ
ま
の
愛
〟
に

包
ま
れ
、
癒
や
さ
れ
、
潤
い
を
取
り
戻
し

ま
す
。

　

大
道
場
修
行
は
、
あ
な
た
の
人
生
を
有

意
義
に
送
る
た
め
の
、
貴
重
な
５
日
間
に

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。



　

大本いろは

修　

行　

日　

程

　

大
道
場
修
行
と
は
？

　

大
道
場
修
行
は
、
大
本
の
教
祖
の
一
人
、

出
口
王
仁
三
郎
聖
師
が
、青
年
時
代
に
霊
山
・

高
熊
山
の
岩
窟
で
１
週
間
の
修
行
を
し
た
こ

と
に
あ
や
か
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、「
神
さ

ま
の
大・

い
な
る
道・

を
学
ぶ
場・

」
と
い
う
こ
と

か
ら
、
大
道
場
修
行
と
い
い
ま
す
。

　

京
都
府
に
あ
る
大
本
の
二
つ
の
聖
地
、
亀

岡
・
天
恩
郷
と
、
綾
部
・
梅
松
苑
で
、
５
日

間
に
わ
た
っ
て
大
本
の
歴
史
や
み
教
え
、
人

生
の
目
的
な
ど
、講
座
を
中
心
に
学
び
ま
す
。

　

初
日
〜
４
日
目
午
前

　
　
　
　

…
京
都
府
亀
岡
市
天
恩
郷

　

４
日
目
午
後
〜
最
終
日

　
　
　
　

…
京
都
府
綾
部
市
梅
松
苑

　

修
行
中
は
普
段
の
生
活
か
ら
離
れ
、
神
さ

ま
を
中
心
に
規
則
正
し
い
生
活
を
送
り
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
生
活
そ
の
も
の
が
修
行
で

す
。
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
が
、

思
わ
ぬ
と
こ
ろ
か
ら
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
よ
。

３日目
開
講
式

「
大
本
の
出
現
」

「
救
世
の
神
業
」

天
恩
郷
神
苑
案
内

「
要
の
ご
用
」・

D
V
D
大
本
の
あ
ゆ
み

「
大
本
の
神
」

食
作
法

「
霊
界
の
真
相
」

お
作
品
拝
観

「
人
生
の
目
的
」

高
熊
山
・
瑞
泉
苑
参
拝

「
信
仰
と
生
活

（
四
大
綱
領
・
四
大
主
義
）」

座
談
会

「
大
本
の
使
命
」

※
綾
部
へ
移
動

梅
松
苑
神
苑
案
内

「
み
た
ま
ま
つ
り
」

う
ぶ
ご
え
浄
写

神
苑
巡
拝

修
行
修
了
奉
告

緑
寿
館
参
拝

大
八
洲
神
社
参
拝※

「　

」
は
講
座

２日目５日目 ４日目 初　日

朝拝…午前６時30分
夕拝…午後５時10分

起床…午前５時 30分

就寝…午後 10時

食事は食堂で

朝食…朝拝後
昼食…午前の講座後
夕食…夕拝後

大道場修行の生活

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
体
験
や
礼
拝
な
ど
さ
ま
ざ
ま

　

講　

座

　

大
本
の
み
教
え
や
歴
史
、霊
界
に
つ
い
て
、

ま
た
、
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
心
の
在
り

方
な
ど
を
学
び
ま
す
。（
講
座
ご
と
に
講
師

が
変
わ
り
ま
す
）

　

神
苑
案
内
（
亀
岡
・
綾
部
）

　

神
苑
内
を
散
策
（
１
時
間
半
〜
２
時
間
ほ

ど
）
し
な
が
ら
、大
本
の
歴
史
を
学
び
ま
す
。

四
季
折
々
に
変
化
す
る
美
し
い
風
景
も
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。（
亀
岡
：
初
日
、
綾
部
：

４
日
目
）

　

食
作
法
（
２
日
目
の
昼
食
）

　

茶
道
の
茶
懐
石
の
作
法
に
準
じ
た
食
事
の

頂
き
方
を
体
験
し
ま
す
。
食
の
大
切
さ
と
天

地
の
ご
恩
に
対
す
る
感
謝
の
心
を
学
び
ま

す
。

　

高
熊
山
・
瑞
泉
苑
参
拝

　

出
口
王
仁
三
郎
聖
師
の
修
行
の
地
、
高
熊

山
（
亀
岡
市
曽
我
部
町
穴
太
）
に
登
り
ま
す
。

歩
き
や
す
い
靴
が
あ
る
と
便
利
で
す
。（
登

り
口
か
ら
約
20
分
）

　

高
熊
山
の
岩
窟
前
で
は
、
礼
拝
後
、
鎮ち
ん
こ
ん魂

（
瞑め

い
そ
う想
）
を
行
い
ま
す
。

　

神
教
殿

　

亀
岡
市
天
恩
郷
に
あ
る
神
教
殿
は
、
大
本

大
道
場
修
行
専
用
の
講
堂
で
、
講
座
会
場
は

こ
こ
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

　

神
教
殿
の
講
座
室
に
は
椅
子
席
が
あ
り
、

ご
年
配
や
足
の
不
自
由
な
方
も
、
快
適
に
講

座
を
聴
講
で
き
ま
す
。
ま
た
、
子
供
と
一
緒

に
受
講
で
き
る
小
部
屋
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
受
講
申
し
込
み
の
際
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

大お
お

八や

洲し
ま

神
社
参
拝

　

大
道
場
修
行
の
最
終
日
に
は
、
綾
部
・

梅
松
苑
の
金
竜
海
に
あ
る
大
八
洲
神
社

に
、
お
舟
（
り
ゅ
う
ぐ
う
丸
）
に
乗
っ

て
参
拝
し
ま
す
。

　

こ
の
お
舟
は
、
修
行
の
全
日
程
を
修

了
し
た
人
だ
け
が
乗
る
こ
と
が
で
き
る

専
用
の
も
の
で
す
。

　

日
本
と
世
界
の
国
土
の
型
と
し
て
造

ら
れ
た
金
竜
海
を
渡
り
、
修
行
修
了
の

奉
告
と
、
期
間
中
の
ご
守
護
の
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

金竜海を渡って、大八洲神社へ 「神教殿」
（京都府亀岡市天恩郷）
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各講座を受講
（午前・午後・夜間）


